
第26号 201 2 

「ドイツの不安」、それとも「ドイツの奇蹟J ? 

一一フクシマとドイツにおけるその帰結

ゲルノート・べーメ

(丸山徳次訳)

無限への思索 一一「死刑J とソクラテス

大谷岳文

われわれが自分自身であること

プロティノスを通しての考察 一……・…・・- 渡 辺 華 月
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一
、
本
会
は
龍
谷
哲
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
哲
学
の
研
究
と
教
育
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
右
の
目
的
達
成
の
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

付
講
演
会
な
ら
び
に
研
究
会
を
開
く
。

同
会
誌
『
龍
谷
哲
学
論
集
』
を
発
行
す
る
。

同
そ
の
他
、
会
員
の
親
睦
交
流
の
た
め
の
行
事
を
行
う
。

四
、
本
会
は
龍
谷
大
学
文
学
部
哲
学
科
哲
学
専
攻
の
学
部
学
生
、
大
学
院

生
、
研
究
生
、
兼
任
講
師
、
お
よ
び
科
目
担
当
の
専
任
教
員
を
正
会

員
と
す
る
。
そ
れ
以
外
の
者
が
入
会
す
る
場
合
は
、
委
員
会
の
審
査

承
認
を
経
て
一
般
会
員
と
し
て
処
遇
す
る
。

五
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

委
員
は
龍
谷
大
学
文
学
部
哲
学
専
攻
の
専
任
教
員
お
よ
び
委
員
会
の

推
薦
し
た
者
に
委
嘱
す
る
。

六
、
会
費
は
年
会
費
を
前
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
会
費
は
教
員
五

千
円
、
大
学
院
博
士
課
程
生
四
千
円
、
同
修
士
課
程
生
三
千
円
、
学

部
学
生
千
円
、
研
究
生
・
兼
任
講
師
・
一
般
会
員
二
千
円
と
す
る
。

七
、
正
会
員
、
一
般
会
員
と
も
に
会
誌
の
配
布
を
受
け
、
本
会
主
催
の
各

種
行
事
に
出
席
し
、
発
言
す
る
権
利
を
有
す
る
。

八
、
本
会
は
事
務
所
を
哲
学
合
同
研
究
室
内
に
お
く
。

九
、
本
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
議
に
よ
る
。

十
、
以
下
の
条
項
は
、
一
般
会
員
、
兼
任
講
師
な
ど
に
も
適
用
す
る
。
三

年
連
続
で
会
費
未
納
の
場
合
は
、
督
促
状
を
発
行
し
、
さ
ら
に
そ
の

後
、
半
年
経
過
す
る
も
、
未
納
の
場
合
は
除
籍
と
す
る
。

本
規
約
は
二

O
一
O
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
す
る
。
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